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五
月
の
こ
よ
み

日

メ
ー
デ
ー

日

八
十
八
夜

日

憲
法
記
念
日

五

目

こ
ど
も
の
日

旧
四
月
一
日

.ι. 
~、

日

立

i¥ 

日

世
界
赤
十
字
デ

十

日

母
の
日
、
愛
鳥

週
間

十

八

日

国
際
親
善
デ

l

二
十
一
日

写
真

鈴
田
平
小
川
郷
に
て

鯉

の

端午の節句は中国から伝え

られたもので、中国ではむか

ーしから五月は悪い月とされ、

午の日をとくにきらって、ヨ

毛ギで作った人形を門戸にか

け、アヤで虎の形を作って頭

にいただき、ランを入れたお

ふろに入り五色の糸をひじに

かけなどして病気や災難をは

らうのが目的でした。

わが国に伝わったのは奈良

時代ですが、江戸時代に入っ

てから、端午の節会(せちえ)

は尚武の催しとし‘幕府の年

中行事のーっとして重要視さ

れるようになり、五月五日に

諸大名が江戸城に出仕して将

軍に祝賀のことばを述べ、ち

まきや柏もちを献じ、将軍家

に嗣子誕生のときは玄関前に

ノポリを飾りました.

ぼ

り

仰

峡

の

児

一
瞳
澄
む

夏
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(2) りおおむ市政だより

昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計

重度心身

障
宝口

I日
JL  

敬

老

者

昭和45年度一般会計予算 2櫛 3千3百9桝万2千円
歳 入 歳出

農林水産費
!{意2千8百3拾6万9千円 6.3%

教育 費 14.6%

字億9千6百2拾4万円

総務費
15.4% 

3億l千2百6拾6万3千円

土木費
15.9% 

3億2千4百3拾9万l千円

市 f責
i8千5百8拾万円 4.2%

市税 20.7%

4億2千3拾万5千円

地方交付税

22.2% 
4億 5千 l百万円

J¥  l乙

祝

入

23.2% 
4億7干l百3拾9万7千円

4又言者

見

舞

金

金

を

支

給

賓g生民

25.0% 

5億 8百7万 1千円

国庫支出金

23.9% 
4億8千7百拾万9千円

t" 

国
民
年
金
行
政

に
つ
き
ま

し
て
は
、

年
々
給
付
が
充
実
さ
れ

、

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
適

用
の
促
進
と
保
険
料
の
納
付
成
績

向
上
に
努
力
し
で
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
福
祉
行
政
に
つ
き
ま
し

て
は
、

生
活
保
護
の
適
正
な
実
施

を
期
す
る
と
共
に
、
被
保
護
者
の

・

更
生
意
欲
の
高
揚
仁
よ
り
、
自
立

助
長
を
は
か
り
、
低
所
得
者
に
対

し
て
は
、

世
帯
更
生
資
金
、
お
よ

び
、
福
柾
資
金
な
ど
の
百
用
、
あ

る
い
は
生
活
指
導
な
ど
を
行
な
い

ま
す
。
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、

西
大
村
地
区
に
私
立
保
育
所
一
カ

所
が
本
年
四
月
よ
り
開
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
更
に
新
年
度
に
お

い
て
、

大
村
地
区
の
中
心
部
に
市

立
保
育
所
一
カ
所
を
新
設
す
べ
く

努
力
中
で
あ
り
ま
す
。
更
に
心
身

障
害
児
に
対
す
る
市
独
自
の
施
策

と
し
て
、

新
年
度
か
ら
重
度
心
身

障
害
児
に
対
し
て
見
舞
金
色
支
給

し
た
い
と
存
じ
ま
す
ω

母
子
福
祉

に
つ
き
ま
し
て
は
、
母
子
お
よ
び

・
寡
婦
福
祉
資
金
の
活
用
と
あ
い
ま

っ
て
、
諸
種
の
生
活
相
談
、
お
よ

び
指
導
を
行
な
い
、
生
活
意
欲
の

高
揚
に
よ
り
明
る
い
母
子
家
庭
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
身
体
降
害
者

お
よ
び
、
精
神
薄
弱
者
の
福
祉
に

つ
い
て
は
、
援
護
描
設
へ
の
収
容

補
装
具
等
の
交
付
、
あ
る
い
は
重

j 

J 

度
障
害
者
に
対
す
る
日
常
生
活
用

具
の
給
付
等
の
諸
施
策
を
行
な
い

ま
す
。
老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
情
に
応
心
、
養
護
施
設
へ

の
収
容
河
あ
る
い
は
老
人
家
庭
奉

仕
員
の
派
遣
な
ど
の
施
策
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
老
人
健
鹿
診
査
を

実
施
し、

止健
康
管
理
に
努
力
す
る

ほ
か
、
敬
老
の
日
に
満
八
十
才
以

上
の
方
に
敬
老
祝
い
金
を
支
給
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
f

会
行

政
と
し
て
は
、
ま
づ
、
日
を
追
っ

て
増
加
す
る
交
通
事
故
に
対
応
す

る
た
め
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会

並
び
に
交
通
指
導
員
等
と
密
な
る

連
け
い
を
保
ち
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
ほ
か
、
交
通
災

害
保
障
に

つ
き
ま
し
て
は
今
後
、

な
お
一
層
加
入
促
進
を
は
か
り
、

交
通
安
全
宣
言
都
市
と
し
て
の
使

命
を
果
た
し
た
い
と
想
い
ま
す
9

ま
た
、
交
通
災
害
遺
児
対
策
と
し

て
、
義
務
教
育
以
下
の
該
当
者
に

対
し
、
そ
の
も
の
が
小
、
中
学
校

に
就
学
の
問
、
教
育
手
当
の
支
給

制
度
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す

q
J
J〉
〉
}
、

1
t
1
1
5
5
I
3
}

無
料
法
律
相
談
所
~

開

設

叫
五
月
十
一
日

、

仏

午
前
十
時

i
+五
時
日

大

村

裁

判

所

町

日

時

戸
場
所
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鉄
道
妨
害
防
止
運
動
月
間

踏
切
で
は
~ 

時
停
車

左
右
の
安
全
を
確
認

長
崎
鉄
道
公
安
室
管
内
で
、
昭
和
四
十
四
年
度
中
に
発
生

し
た
鉄
道
妨
害
は
一

O
二
件
で
、
前
年
度
よ
り
十
三
件
減
少

し
て
は
い
ま
す
が
、

内
容
的
に
は
警
報
ペ

ル
を
無
視
し
て
の

踏
切
通
行
、
レ
ー
ル
に
石
を
並
べ
る
等
の
悪
質
な
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

りおお む市政だより(3) 

ダ十

レ
ー
ル
に
石
を
並
べ
る
等
の
い

た
ず
ら
で
、
列
車
を
止
め
た
も
の

が
十
七
件
、

踏
切
事
故
は
四
四
件

で
、
二
名
が
死
亡
、
七
名
が
重
軽

傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

大
村
地
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な

事
故
が
四
十
四
年
度
中
に
七
件
発

生
し、

踏
切
で
の
安
全
確
認
を
怠

た
っ
た
た
め
、
軽
自
動
車
が
列
車

に
は
ね
ら
れ
、

運
転
者
が
重
傷
を

負
う
と
い
う
事
故
が
諏
訪
踏
切
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

去
る
三
月
三
十
日
に
は
山
陰
謀

で
、
ミ
キ
サ
ー
車
が
踏
切
の
警
報

ベ
ル
が
鳴
っ

て
い
る
の
に
通
過
し

よ
う
と
し
た
た
め
旅
客
列
車
と
衝

突
し
、
列
車
は
脱
線
転
覆
し
て
乗

昭和44年5月27日松浦線沖田踏切にて

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金

の
請
求
期
限
は
本
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
そ
の
期

限
が
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
り
ま
し
た

請
求
を
し
て
な
い
方
は
社
会
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
.

E手

大

2ユ

主主

え共

ベヌ
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おおむ

福
祉
年
金
受
給
者
は

所
得
状
況
届
の
提
出
を

福
祉
年
金
(
老
令
・
障
害
母
子
)

を
受
け
て
お
ら
れ
る
万
は
毎
年
五

月
に
福
祉
年
金
所
得
状
況
届
を
提

出
す
る
よ
う
に
き
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。五

月
分
の
支
給
を
受
け
ら
れ
た

ら
五
月
二
十
日
ま
で
に
年
金
証
書

と
印
鑑
を
持
参
し
て
保
険
年
金
課

ま
た
は
出
張
所
で
手
続
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

市政だより
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

五
月
の
姫
婦
及
び
乳

幼
児
検
診

;実施月日:実施場所 !実施時間 |

， 9.30-11.001 5月8日!竹松出張 所 13.00-15.00 

: 5月12日 鈴 田出張所 9.30-11.00

5函詞三浦幼稚園 113.30-15.30

lEi松原出張所 |930-11.00

l5月19日|福重出張所 9.30-11.00

昭和45年 5月 1日

渡
辺
幹
子
さ
ん
は
亡
夫
弘
太
さ
ん

の

V
黒
木
郷
五
九
二
、
永
吉
俊

蔵
さ
ん
は
亡
妻
チ
ヱ
さ
ん
の

V

杭
出
津
郷
新
域
九
二
四
、
小
浜
初

三
郎
さ
ん
は
亡
母
ヤ
ス
さ
ん
の

V
抗
出
津
郷
八
七
五
の
一
一
、
笹
田

チ
ト
エ
さ
ん
は
亡
夫
勇
雄
さ
ん
の

V
乾
馬
場
郷
五
三
四
、
川
上
森
雄

さ
ん
は
亡
長
男
隆
尚
さ
ん
の

V

中
里
郷
一
九
五
、
森
義
夫
さ
ん
は

亡
父
貞
次
さ
ん
の

V
幸
町
一
七

五
、
石
井
ト
シ
子
さ
ん
は
亡
夫
幸

男
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
忌
明
に
あ
た

り
社
会
福
祉
事
業
費
に
と
寄
付
さ

マ
該
当
児
童
市
内
の
全
児
童
で

、
れ
ま
し
た
.

希
望
す
る
者

V
大
村
警
察
署
長
、
後
藤
重
義
さ

マ
サ
ー
ビ
ス
料
金
中
学
生
一

O

ん
、
全
交
通
課
長
、
別
頭
健
二
さ

円
、
小
学
生
及
び
幼
児
五
円
ん
の
両
氏
は
金

一
封
を

V
桧
並

①
理
髪
料
サ
ー
ビ
ス
週
間
町
一
九
六
、
勢
戸
勝
さ
ん
は
事
故

マ
期
間
五
月
五
日
か
ら
十
二
日
負
傷
の
見
舞
金
に
対
す
る
謝
礼
と

ま
で
但
し
十
一
日
は
定
休
日
し
て
金

一
封
を

V
武
藤
務
エ
ス

マ
該
当
児
童
生
活
に
困
窮
し
て
ア
ン
ド
、
ピ

l
、
の
皆
さ
ん
は
、

い

る

世

帯

の

児

童

バ

ン

ド

出

演

の

祝

儀

全

額

を

V

マ

サ

ー

ビ

ス

料

金

半

額

杭

出

樟

郷

五

八

四

日

本

キ

リ

ス

ト

教
団
大
村
教
会
学
校
全
福
重
土
曜

学
校
か
ら

V
匿
名
氏
の
か
た
が

た
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業

費
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
蔭
平
郷
森
虎
男
さ
ん
は
亡
父
小

六
さ
ん
(
元
鈴
小
教
諭
)
の
忌
明

に
鈴
田
小
学
校
に
金
一
封
を

V

向
陽
高
等
学
校
看
護
科
三
年
生
一

同
よ
り
市
立
病
院
へ
卓
上
顕
微
投

月日l'所在地 |科 目 1 医院名 |電話

5局 長野 病院 2107 
武部小児科 田川小児医院 4000 

3 抗 出 津 外 、 内 科 佐藤 医院 3070 
荒瀬郷内 科 沢田医院 603 
東本町 整形外科 貞松整形 2602 
裏袋町 産 婦人 科 後藤医院 2227 

10 西三城町 内 科 琴尾医院 2056 
竹 松 郷 内 科 原医院 8427 
玖島町 内 科 松尾医院 4412 
武 部皮ふ科 佐伯 医院 4330 

17 乾 馬 場 整 形外 科 牟田整形外科 4501 
寿 古 郷 内 科 長崎医院 8615 
玖島町 内 科 寺井 医院 3574 
杭出津郷 産 婦人 科 中央産婦人科 3850 

24 並松郷 整形外科 松永整形 4300 
並松郷 内 科 野口 医院 2339 

J、押B 託 春 日町 内産婦人科 中村医院 2733 
ヨ.-.e東本町 眼科 楠木医院 2711 
:31~ 乾 馬 場 内 科 松永医院 2943 

原 口 郷 内 、 整 形 外 科 橋 口 医 院 8739

5月の日曜当番医児
童
福
祉
週
間

五
月
五
日

l
一
週
間

入
浴
、
理
髪
料
の
サ
!

ビ
ス市

で
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
児

童
福
祉
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
精

神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有

す
る
児
童
の
慰
謝
と
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
、
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
重
度
心
身
障
害
児
見
舞

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
，し

た
。
こ
の
見
舞
金
は
五
月
六
日
か

ら
十
二
日
ま
で
の
聞
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
市
内
の
理
容
、
浴
場

組
合
の
協
力
を
得
て
次
の
よ
う
な

行
事
を
実
施
し
ま
す
.

④
入
浴
料
サ
ー
ビ
ス
の
日

マ
期
日
五
月
五
日

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
原
口
郷
一
九
五
、
浦
山
朝
一

さ
ん
は
亡
母
シ
ズ
さ
ん
の

V
辻

田
町
六
九
九
、
石
本
曽
一
さ
ん
は

亡
母
ツ
ギ
さ
ん
の

V
古
町
住
宅

七
一
九
、
辻
照
子
さ
ん
は
亡
夫
四

郎
さ
ん
の

V
古
町
六
区
六
八
七

映
装
置
一
台
を

V
本
町
三
四
七

の
二
立
川
湖
太
郎
さ
ん
か
ら
学
童

服
六
着
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま

し
た
.

V
竹
松
郷
五
二
三
、
原
芳
雄
さ
ん

は
亡
母
タ
キ
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た

り
郡
中
学
校
及
び
竹
松
小
学
校
に

金
一
封
を
教
育
振
興
費
と
し
て
寄

付
さ
れ
ま
し
た

e

清
和
国
へ
寄
贈

ム
原
口
郷
鹿
取
茂
夫
、
甘
藷
七

十
キ
ロ
ム
諏
訪
町
志
田
広
二
、

画
報
四
冊
ム
本
経
寺
、
リ
ン
ゴ
十

一
キ
ロ
ム
昭
和
通
リ
平
石
ミ
サ

せ
ん
ぺ
い
六
キ
ロ
ム
萱
瀬
中
川

内
逸
雄
、
白
米
四
、
四
キ
ロ
ム
県

知
事
、
菓
子
三
十
四
缶
ム
三
城

婦
人
会
、
三
千
円
、
舞
踊
慰
問

ム
本
小
路
園
田
清
人
、
そ
ば
粉
九
「
知
事
へ
の
手
紙
」
を

、
六
キ
ロ
ム
杭
出
津
四
区
小
林
さ
実
施

か
江
、
一
万
円
ム
十
合
ブ
ル
ド

県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ

l
ザ
有
限
会
社
、
清
酒
二
本
ム

a

る
た
め
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
知

上
小
路
松
永
弘
子
、
足
袋
三
十
足

事
あ
て
直
接
手
紙
で
知
ら
壮
-
て
も

雑
誌
三
十
冊
ム
北
九
州
市
小
倉

ら
い
、
県
政
推
進
の
資
料
と
す
る

区
永
石
実
、
演
芸
慰
問
(
奇
術
、

も
の
で
す
.

尺
八
、
大
正
琴
)
ム
親
和
銀
行
大

期
日
五
月
五
日
ま
で

村
支
居
職
員
一
同
、
ク
リ
ス
マ
ス
あ
て
先
長
崎
市
江
戸
町
二

J
十

ケ

l
キ
(
大
L

五

個

ム

大

村

市

立

三

長

崎

県

知

事

久

保

勘

一

病
院
職
員
、
看
護
婦
、
演
芸
慰
問

ま
ん
じ
ゅ
う
二
十
九
包
ム
大
村

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
万
五
千

円
ム
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

一
万
円
ム
高
松
玄
治
、
餅
七
キ

ロ
、
み
か
ん
十
キ
ロ
ム
竹
松
北

村
元
泰
、
タ
オ
ル
二
十
九
本
ム

本
経
寺
、
餅
四
十
三
キ
ロ
、
み
か

ん
十
二
キ
ロ
ム
下
田
町
前
田
静

馬
、
三
万
円
ム
西
大
村
婦
人
会

二
千
八
百
円
ム
松
原
婦
人
会
、

三
千
円
、
み
か
ん
三
キ
ロ
、
菓
子

四
キ
ロ
ム
水
田
子
供
会
、
千
円

餅

三

キ

ロ

ム

N
H
K
長
崎
放
送

局
長
崎
県
共
同
募
金
会
、
四
千
三

百
五
十
円
ム
中
央
婦
人
会
、
五

千
六
百
円
、
舞
踊
慰
問
ム
乾
馬

場
森
貢
、
餅
四
キ
ロ
ム
大
村
市

農
業
協
同
組
合
、
雑
誌
四
冊
ム

下
鈴
田
老
人
タ
ラ
ブ
、
み
か
ん
十

一
キ
ロ
、
餅
十
二
キ
ロ
ム
東
京

都
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
、
レ
コ
ー

ド
七
枚

大
村
部
隊
運
動
会

日
時
五
月
五
日
八
時
三
十
分

場
所
大
村
駐
と
ん
地

内
容
各
種
競
技
、
仮
装
行
列

イ

A 丸
、'-..-.，.-

、
司ト


